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人び との 話が 代る がわる にこ こまで 進んで 来た 時に、 

玄関の 書生が 「速達で ございま すご といって かさ 高の 

郵便 を 青蛙 堂 主人のと ころへ 持って来た。 主人 はすぐ 

に 開封す ると、 それ は S 紙に 細かく 書いた 原稿よう の 

ものに、 短い 手紙が 添えて あるら しかった。 主人 はま 

ず その 手紙 だけ を 読んで しまって、 一座の われわれの 

方へ 再び 向き 直った。 

「ちょ つ と 皆さんに 申 上げた いこと がご ざいます。 わ 

たくしの 友人の T という 男 —— みなさん も 御 承知で ご 



せんが、 折角こう して 送って 来たので すから、 その 熱 

心に 免じて、 わたくしが これから 読み上げる ことに 致 

します。 御迷惑で も 暫くお 聴きく ださい ご 

一 座のう ちに は 拍手す る 者 もあった。 

「では、 読みます ご と、 言いながら 主人 は その 原稿の 

二、 三 行に 眼 を 通した。 「はは あ、 自叙 体に 書いて ある。 

このうち 私と いうの は T 自身の ことで、 その 友人の 森 

君と いう 人との 交渉 を 書いた ものら しく 思われます。 

まあ、 読んで いったら 判りましょう ご 

主人 は 原稿 を ひろげて 読み はじめた。 



「実はね ご と、 言い かけて、 森 君 は 急に 気がつい たよ 

うに 懐中時計 を 出して 見た。 「や、 こり やい けない。 

もう 三十 分し かない。 上野まで 大急ぎ だ ご 

「いい じ やない か、 ひと 汽車ぐ らいお くれたって …… _ 

別に 急ぎの 旅で も あるまい ご 

森 君 は 焦れった そうに 衝と 起ち あがって、 本箱の な 

か を 引つ 搔き まわして いたが、 やがて 一冊の 古い 日記 

を 持 出して、 投げ出す ように 私の まえに 置いた。 

「この 日記の 八月のと ころ を 見て くれた まえ。 そうす 

れば 大抵 わかる よ。 僕 は 急ぐ から 失敬す る ご 

客の わたし を 置き去り にして、 気の 短い 森 君 は カバ 



の 硝子 越しに 黒く 見えた ので、 わたし は 笑いながら 声 

を かけた。 

「先生 はもう 行きました かご 

「は あご 

「僕 はもう 少しお 邪魔 をして いますよ ご 

「どうぞ ごゆつ くり ご と、 書生の 顔 はすぐ に 消えて し 

まった。 

わたし は 書生の いう 通り、 ゆっくりと そこに 坐り込 

んで森 君の 古い 日記帳と 向い合った。 日記の 表紙に は 

しる 

今から 十二、 三年 前の 明治 X X 年と 記されて あった。 

わたし は 急いで その 八月の ぺ— ジを 繰って みた。 月 は 



満彦 といいて、 東京の 某 実業家の 息子なる 由。 —— 

森 君が y J うして お 冬と い う 娘 の y J と を 気に かけて い 

るの を 見る と、 その 日記に いわゆる 「なんだか 可哀そ 

う」 という 程度 を 通り越し ている らしい。 森 君 もお そ 

らく 眼を嶮 しくして、 彼女と 青年 紳士との 行動に 注意 

していた のであろう。 しかし 六日と 七日の 日記の 上に 

はお 冬さん に関する 記事 はなん にも 見えない。 もっと 

もこの 一 一日 間 は 毎日 おそろしい 雷雨が つづいた ので、 

森 君 もさす がに 外出し なか つたので あった。 



しゅうう 

八日、 晴、 驟雨。 午前 七 時 起床。 けさ はぬ ぐうが ご 

とき 快晴な り。 食後 散歩。 挽 地 物屋の 店に お 冬さん の 

姿み えず、 老人 もめず らしく 仕事 を 休みて 店先に ぼん 

やり 坐って いる。 例の ごとく 挨拶し たれ ど、 老人なん 

ひるめし 

の 返事 もせず。 —— 午 飯の 時に 宿の 女中の 話に よれば、 

おい 〈， 

お 冬さん はきのう の 夕方に 雷雨 を 冒して 出で たるま ま 

おとこ 

帰らず とのこと 也。 情夫で も あるの かと 訊けば、 お 冬 

さん は 町で も 評判の おとなしい 娘に て、 浮いた 噂な ど 

かって 聞いた こと もない という。 彼女が 無断に て 家出 

の 子細 は 誰に も わからず。 なんだか 夢の ような り。 I 

I 夕より 俄かに くもりて、 驟雨、 雷鳴。 お 冬さん は 今 



六 兵衛の 店へ も たびたび 遊びに 来る うちに、 ある 日 小 

鳥の 飼い 方の 話が 出る と、 六 兵 衛は大 自慢で、 自分が 

手掛ければ どんな 鳥で も 育た な いこと はな いと 言 つ た _ 

その 高慢が 少し 面憎く 思われた のか、 それとも 別に 思 

惑が あつたの か、 磯貝 はきつ と 相違ない かと 念 を 押す 

と、 六兵衛 はきつ と受 合う と 強情に 答えた。 それから 

五、 六日 経つ と 磯貝 は 一箇の 薄 黒い 卵 を 持って来て、 

これ を 孵して くれと いった。 見馴れない 卵で あるから 

その 親鳥 をき くと、 それ は 慈悲心 鳥で ある ことが 判つ 

た。 

日光 山の 慈悲心 鳥 —— それ を 今 さら 詳しく 説明す る 



必要 も あるまい。 磯貝 は 途方もない 物好きと、 富豪の 

強い 贅沢 心と からで、 その 慈悲心 鳥 を 一 度 飼って みた 

いと 思い立って、 中 禅寺に いる 者に 頼んで いろいろに 

あさ 

獵ら せた が、 霊鳥と いわれて いる この 鳥 は 声 をき かせ 

るば かりで 形 を 見せた こと はない ので、 彼 は 金に あか 

ほと とギ J す 

して その 巣 を 探させた。 そうして、 結局 それ は 時鳥 

うぐいす 

とおなじように、 鶯 の 巣で 育つ という こと を 確かめ 

て、 高い 値 を 払って その 卵 を 手に入れ たが、 それ を ど 

うして 育てて よい か 見当が つかない ので、 彼 は 六兵衛 

のと ころへ 持って来て 頼んだ のであった。 頼まれて 六 

兵衛 もさす がに おどろいた。 ほかの 鳥なら ばなんでも 



の 罪 を 救う の も 救わな いのもお 前の 料簡 次第で あると 

迫られた。 その 晚は山 も 崩れそう な大 雷雨であった。 

お 冬 は その あくる 日 も 帰る こと を 許されなかった。 夜 

になって 磯貝が 酔い 倒れた 隙 をみ て、 彼女 はは だしで 

宿屋 をぬ け 出して、 暗い 山路 を 半分 夢中で 蚯け 降りて 

よ-つじ よく 

帰った。 可愛い 娘が これほどに 凌辱され たこと を 

知って、 六 兵衛は 燃える ような 息をついて 磯貝 を 呪つ 

た。 かれは 仕事 を 投げ出して しまって、 傷ついた 野獣 

のように 奥の ひと 間に 唸りながら 横にな つていた。 た 

ましい も 肉 も 無残 にしいた げられ たお 冬 は、 幽霊 の よ 

うにな つ て 空しく 生きて いた。 



小 せん は 再び 拘引され た。 それ は 磯貝から 預かって い 

た 金 を そのまま 着服した ことが 露見した 為で ある。 二 

十四日 は 無事。 

二十 五日、 陰。 微雨。 —— 宇都 宫 から 田 島さん 来た 

る。 磯貝 殺しの 犯人 は、 鹿 沼 町の 某 会社の 職工に て、 

昨夜 再び 日光の 町へ 入り込みし ところ を 折 井 刑事に 捕 

縛され たりと いう。 その 職工 は 小 せんの 情夫に は あら 

ほうば 、- 

ず、 情夫の 朋輩に て小牧 なにがし という 者な り。 田 島 

さんの 報告に よれば、 小牧は 東京に て 相当の 生活 を 

ズ 呂 みいたり しが、 磯貝の 父の ために 財産 を 差 押えられ、 
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